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工事中、車止め（ポール）を取り外しいたします。

※作業中の際には誘導員を配置し、
迂回誘導させて頂きますのでご協力をよろしくお願いいたします。
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掘削深さは仕様書に基づき配管の土被り
６００ｍｍ以上を確保した深さにて掘削を実施。
ＡＳカッター切　→　掘削　→　山砂　→　配管

作業終了時の掘削部分については必ず鉄板養生及び
作業区画を実施し、夜間対策として発光チューブ等
にて仮囲い部分の安全対策を実施する。

都度変更を実施する。

２２ｍ×４ｍを基本とする。
但し場所場所での作業条件により作業範囲は

≒
3,

00
0

作業区画はＰＥ管２本（１０ｍ）分を施工する
範囲を掘削し、バックホーとダンプを配置した

≒
4,

00
0

≒22,000

→　転圧　→　砕石　→　ＡＳ復旧　の工程で進める。

誘導を実施する。
交通量が多い場所は前後に警備員を配置し

→　山砂　→　埋戻し　→　転圧　→　埋戻し

カラーコーンにて作業範囲を仮囲いし
第３者を立ち入らせないように対策
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平成26年5月22日（木）8:00～18:00

～ 10日間

切替工事　平成26年5月19日（月）

アスファルトカッタ－切工　平成26年5月12日（月）・13日（火）

配管敷設作業　平成26年5月12日（月）8:00～18:00

AS復旧　平成26年5月31日（土）予定

平成26年5月20日（火）

平成26年5月23日（金）

北部構内　ガス工事作業計画図

5月21日(水)

5月15日(木)

5月13日(火)

5月17日(土)

敷き鉄板等で車両の通路は確保します。

　予定作業日　

切替工事5月23日(金)

切替工事5月20日(火)

切替工事5月19日(月)

ガスメ－タ撤去5月20日(火)
屋内撤去・貫通部プレ－ト取付

5月22日(木)

5月20日(火)

5月12日(月)

5月14日(水)

5月16日(金)

配管敷設作業計画図

警備員誘導

警備員誘導

２ｔダンプ

0.1バックホー

作業車

備考 現代

監技 製図

担当 作製

承認 年　　月　　日

年　　月　　日

Ｋ Ａ Ｗ Ａ

訂正

ＳＡ ＫＩ

図名

名称

京都大学（中央他）基幹・環境整備（給水設備等）工事

縮尺
北部構内　ガス工事作業計画図 １／５００

現場責任者：井上（090-1182-2457）
　　　　　　蠣崎（090-3719-7904）
　　　　　　島田（080-3863-4647）

施工業者：川崎設備工業(株)　




